
コ
ジ
マ
シ
ュ
ン
チ
ョ
ウ
小
島
春
昆
大
型
寺
の

入
。
泡
稽
奥
左
衛
門
。
谷
文
晃
の
門
に
祭
ん
で
簡
を

普
く
し
た
。
安
政
二
年
七
周
十
一
日
夜
。

コ
ジ
マ
ソ
ウ
チ
ヨ
タ
小
島
宗
遷
宵
工
。
通
構

安
太
郎
。
児
島
宗
英
の
甥
。
弘
化
二
年
武
具
臓
附
足

轄
と
な
り
、
四
年
横
目
足
額
に
進
み
、
七
年
叩
宵
製

造
の
技
に
精
し
き
を
以
て
細
工
所
雇
を
命
ぜ
ら
れ
た

が
、
陸
路
四
年
に
残
し
た
。
宗
英
の
ご
子
熔
三
郎
致

勝
又
は
宗
締
そ
の
後
を
受
け
‘
文
久
・
鹿
胞
の
際
前

岡
野
泰
・
麗
撃
の
甲
胃
を
製
し
た
。

コ
ジ
マ
ソ
ウ
Z

イ
児
島
宗
英
宵
工
。
遁
稽
安

右
衛
門
。
明
珍
宗
好
に
授
を
皐
び
、
弘
化
三
年
三
人

扶
持
を
給
せ
ら
れ
た
。
そ
の
授
精
良
、
嘗
て
百
こ
十

ヨ
タ
マ
小
島
能
美
郡
板
棒
郷
に
属
す
る
部
務
。

コ
ジ
マ
小
島
鹿
島
郡
矢
田
郷
に
関
す
る
部
帯
。

古
へ
こ
の
附
廷
が
入
江
で
、
今
の
妙
観
院
の
地
が
小

島
棋
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
名
を
得
た
と
い
ふ
。

コ
タ
マ
小
島
鹿
島
郡
能
資
烏
な
る
曲
の
部
務

北
方
に
あ
る
島
。

コ
M

シ
マ
カ
ゲ
ノ
リ
見
島
最
沼
通
帯
平
十
郎
・

卒
兵
衛
。
字
は
宋
文
。
天
紡
又
は
常
耕
資
と
慨
す
る
。

江
都
の
人
に
し
て
木
下
照
庵
に
mm
ん
だ
。
正
徳
四
年

前
回
綱
紀
に
召
さ
れ
て
御
儒
者
と
な
り
、
機
二
百
石

を
受
け
、
組
外
に
斑
L
、
事
保
四
年
夏
に
育
石
を
増

し
た
。
人
と
な
り
遜
誠
、
詩
文
数
百
箭
に
上
っ
た
が
、

一
朝
悉
く
之
を
焼
い
た
。
務
す
腕
鋸
珠
般
・
北
行
前

後
集
及
び
児
島
最
箔
集
が
あ
り
、
替
も
亦
帯
古
愛
す

べ
き
も
の
が
あ
る
。
事
保
十
年
現
。
子
孫
相
縫
い
で

務
に
仕
へ
る
。

コ
ジ
マ
ガ
ハ
小
島
川
鹿
島
都
藤
橋
領
で
、
鎗

越
川
が
こ
流
と
な
り
、
そ
の
本
川
を
馬
出
川
、
枝
川

を
小
島
川
と
名
づ
け
る
。
小
島
川
の
流
権
五
五

O
米

許。

コ
シ

ゴ
ジ
『
-
w
y
ケ
ン
ナ
ガ
ヤ
豆
+
関
長
屋
金
滞
域

内
、
橋
爪
門
の
綴
き
表
式
謹
前
に
在
っ
た
長
屋
で
、

倉
庫
の
用
に
供
し
た
も
の
で
あ
る
。

ゴ
シ
ユ
デ
ン
御
守
殿
持
軍
の
女
が
諸
侯
に
嫁

L
た
も
の
を
い
ふ
。
前
田
氏
で
は
徳
川
秀
忠
の
女
利

常
夫
人
、
家
光
の
養
女
光
高
夫
人
、
並
び
に
綱
吉
の

養
女
吉
徳
夫
人
は
皆
御
守
殿
で
あ
る
。
叉
費
壌
の
夫

人
は
徳
川
家
賓
の
女
で
あ
っ
た
が
、
幕
府
は
初
め
瞳

易
を
宗
と

L
て
御
住
居
と
薦
せ

L
め、

mH
泰
の
中
納

言
に
殴
っ
た
翌
年
に
主
っ
て
、
御
守
殿
の
穏
を
奥
へ

た。ゴ
シ
ヨ
御
所
河
北
郡
小
坂
庄
に
鹿
す
る
部
訴
。

賀
永
誌
に
、
村
の
上
に
こ
保
の
御
所
と
て
屋
敷
跡
が

あ
る
と
記
す
る
。
こ
の
地
は
延
元
の
頃
加
賀
閥
司
こ

コ
シ
ユ
ウ
Z

キ
ケ
イ
カ
イ
日
ヤ
タ
古
周
易
経
解
一
・
傍
師
基
の
跨
た
厨
で
あ
る
と
停
へ
る
。

路
四
加
。
奥
村
街
活
者
。
著
作
年
代
不
帯
。
周
易
一
コ
シ
ョ
ウ
小
綿
加
賀
滞
に
於
い
て
は
御
大
小

経
文
の
略
併
で
、
著
者
が
そ
の
師
新
井
白
蛾
の
著
L
一
締
・
御
表
小
締
・
御
奥
小
勝
等
の
鴫
名
が
あ
る
。
小
綿

た
古
易
断
に
餓
り
、
併
せ
て
注
疏
の
設
、
宋
程
願
の
一
は
小
姓
の
畿
で
、
御
奥
小
鰐
は
子
小
姓
ハ
又
は
小
々

億
、
朱
隷
の
本
義
、
消
康
問
山
情
の
折
中
及
日
諒
易
経
一
姓
〉
を
延
費
五
年
に
改
め
た
も
の
、
御
大
小
勝
は
御

解
畿
、
乾
隆
惜
の
周
易
越
畿
の
設
を
探
ι
り
、
傍
ら
健
一
小
姓
の
名
が
い
つ
の
頃
か
ら
か
殴
っ
た
も
の
、
御
表

代
儒
家
及
び
自
家
の
意
見
を
交
へ
て
述
作
し
た
も
の
一
小
綿
は
元
隊
十
年
の
創
設
で
あ
る
。
然
れ
げ
小
姓
の

で

あ

る

。

一

文

字

を

小

勝

と

し

た

の

も

前

回

綱

紀

の

時

か

ら

で

あ

ゴ
ジ
手
ワ
タ
-
-
E
+
谷
忽
ュ
ク
・
能
美
郡
臨
一
ら
う
と
思
は
れ
る
が
.
そ
の
け
じ
め
が
不
明
で
あ
る

梅

郷

に

毘

す

る

部

新

。

一

か

ら

子

小

締

叉

は

小

々

符

と

も

醤

か

れ

て

ゐ

る

。

ゴ
ジ
干
ワ
タ
=
E
+
谷

M
U
Z
能
美
郡
午
一
コ
シ
ョ
ウ
ガ
シ
ラ
小
路
頭
御
小
将
頭
は
御
大

首
〈
今
白
峰
〉
の
肉
の
小
宰
。
一
小
絡
の
組
顕
で
あ
る
。
究
機
中
に
脇
問
主
水
・
北
村

ゴ
ジ
ユ
・
ワ
=
ン
グ
ミ
豆
十
人
組
先
筒
足
極
大
一
八
兵
衛
、
慶
長
中
に
恒
川
監
物
質
而
が
勤
め
た
が
、

屋
彦
太
郎
陶
絡
仁
、
前
回
利
家
が
越
前
府
中
で
餓
飽
一
そ
の
後
の
姓
名
は
不
明
で
あ
る
。
元
和
よ
り
以
後
に

之
者
五
十
人
外
に
小
頭
五
人
を
召
抱
へ
、
小
塚
藤
右
一
歪
つ
て
は
杉
江
兵
助
・
葛
巻
隼
人
昌
俊
・
丹
羽
織
部
学

衛
門
へ
預
け
ら
れ
た
時
、
元
組
九
郎
右
衛
門
が
そ
の
一
延
・
森
徳
太
夫
給
知
・
北
川
久
兵
衛
等
が
之
を
勤
め
、

小
頭
を
勤
め
た
と
あ
る
。
五
十
人
組
と
帯
す
る
足
醸
一
寛
永
年
中
役
科
二
一
白
石
を
賜
は
っ
た
。
延
質
五
年
三

は
即
ち
是
で
、
=
一
枇
五
十
人
町
・
石
坂
五
十
入
町
な
一
周
こ
日
列
を
御
馬
廻
の
次
と
定
め
ら
れ
、
浅
井
源
右

ど
い
ふ
も
の
は
そ
の
組
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
o
一
衛
門
政
知
・
神
尾
撤
廃
直
武
・
野
村
奥
三
兵
衛
霊
徳
・

聞
の
筋
兜
を
製
し
た
。
嘉
永
四
年
夜
し
、
子
金
七
又

は
安
右
衛
門
宗
孝
縫
ぎ
‘
亦
良
工
で
あ
っ
た
。
麗
膝

元
年
授
。

コ
ジ
マ
プ
ン
キ
小
島
支
器
金
棒
の
俳
人
。
逼

稽
吉
三
郎
・
文
左
衛
門
・
苦
こ
、
後
に
矯
響
。
俳
名
初

め
晩
霞
。
明
治
七
年
大
夢
の
後
を
受
け
て
南
無
庵
を

務
L
、
サ
六
年
四
局
十
九
日
七
十
七
歳
を
以
て
夜
。

ゴ
シ
ヤ
互
批
金
揮
に
於
け
る
柿
祉
の
申
別
賞

又
は
枇
備
の
奉
仕
し
な
い
で
、
紳
主
の
守
秘
す
る
も

の
は
泉
野
紳
明
・
鍛
冶
入
婿
・
問
弁
天
跡
・
卯
辰
八
幡

及
び
郊
外
山
上
春
日
祉
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
五

散
と
い
う
た
。

ゴ
シ
ヤ
ゴ
ン
ゲ
ン
互
批
権
現

4
イ
ス
ル
ギ
ヒ

コ
ジ

y
ジ
ヤ
伊
須
流
岐
路
古
跡
枇
。

坂
井
県
右
衛
門
直
往
・
九
里
鐙
右
衛
門
正
長
は
御
馬

廻
頭
に
締
役
し
て
筒
箆
磁
を
猿
帯
し
、
字
国
五
郎
左

衛
門
元
知
の
み
は
故
の
如
く
舘
砲
を
勤
め
た
。
同
居

十
三
日
平
悶
五
左
衛
門
親
切
・
背
木
主
計
正
請
に
命

ぜ
ら
れ
、
天
和
二
年
九
周
二
十
六
日
浅
井
政
知
等
五

人
共
衆
幣
を
菟
ぜ
ら
れ
て
、
藤
田
平
兵
衛
安
勝
・
永

弁
停
七
郎

E
良
・
棒
悶
求
応
義
辰
・
山
崎
牢
左
衛
門
延

隆
之
に
代
り
、
外
に
宇
悶
元
智
・
卒
悶
親
仰
を
加
へ

て
六
人
と
な
っ
た
。
同
用
品
"
九
日
大
小
将
を
六
組
に

定
め
ら
れ
て
役
料
二
百
石
、
一
組
は
組
踊
一
入
、
御

番
頭
一
入
、
御
横
目
一
入
、
大
小
勝
サ
五
人
と
し
、

他
に
役
掛
の
者
は
激
の
外
と
定
め
た
。
此
の
時
ま
で

は
頭
六
人
が
協
同
し
て
一
一
統
を
支
配
す
る
の
で
あ
っ

た
。
同
年
十
二
周
六
日
間
取
を
以
て
六
番
の
順
序
を

定
め
、
一
番
永
井
正
良
、
二
番
山
崎
延
隆
、
三
番
藤

田
安
勝
、
四
番
字
国
元
智
、
五
番
平
岡
親
旬
、
六
番

棒
田
親
援
と
な
っ
た
。
爾
後
述
綿
す
る
。

コ
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
小
正
月
滞
政
の
時
、
一
周
十

五
日
を
い
う
た
。
今
農
家
で
こ
用
十
五
日
を
さ
し
て

い
ふ
も
の
が
あ
る
。
こ
の
日
を
以
て
新
年
遊
柴
の
終

り
と
し
、
早
朝
に
左
務
長
を
行
う
た
。

コ
シ
ョ
ウ
グ
ミ
小
鰐
組

J
へ
イ
シ
卒
士
。

コ
ジ
ヨ
ウ
セ
キ
ズ
古
城
跡
圏
第
一
に
加
越
能

古
城
此
趨
賢
闘
は
、
領
内
三
州
の
略
闘
に
古
城
跡
あ
・

る
地
貼
を
朱
の
験
に
て
現
せ
る
一
葉
の
小
闘
で
あ

る
。
第
二
に
有
禅
氏
の
古
城
費
闘
は
‘
事
保
年
中
に

製
し
た
も
の
で
敏
灘
あ
る
。
第
三
に
富
田
景
周
の
闘

し
た
三
州
故
櫨
闘
は
百
除
張
あ
る
。
第
四
に
津
田
鳳

卿
の
倒
せ
る
も
の
も
鍛
猿
あ
る
。
此
の
外
好
事
家
の

闘
せ
る
も
の
甚
だ
多
〈
、
何
れ
も
種
々
の
異
同
が
あ

る。
ヨ
ジ
ヨ
ウ
セ
キ
ト
9
シ
ヲ
ベ
シ
ヨ
古
城
跡
取
調

書
元
隊
・
賢
永
・
事
保
・
質
勝
・
文
化
・
文
政
に
郡
奉

三

o
t


